私の基本的な考え
· 人口規模で言えば一番小さな鳥取県と二番目に小さな島根県、しかも過疎、高齢化が進む山陰両県だけど、ここに住む人たちが幸せを感じられなければ、この国は良くならない
· 鳥取県と島根県も、お互いに我を張らず、つまらない争いをせず、二県一プロジェクトの考え方で、連携、協力していけるよう、県境をなくす運動をしたい
· 山陰に残る伝統文化、生活様式、地域技術などを大切に継承、発展し、山陰らしさを徹底して追求し、他の地域、特に都会が追随できない地域づくりをしたい
· その価値が分からずに、今そういうものを失ってしまえば、山陰はただのつまらない田舎になってしまう。今苦しくても、そういうものを大切に残せば価値ある田舎として生き残れる

· 国家も地方も赤字だらけで苦しく、増税論議が行われる中で、元気な高齢者、活力ある女性の皆さんの力を活用して、公共サービスのあり方を見直すべき時期に来ている
· これは都会ではなかなか難しいが、松江のような地方都市ならまだまだやれるはず。小さいからこそ出来ることが沢山ある。そういう意味で、これからは地方都市の時代だ
· 県や市の経済、産業、雇用のビジョンを明確にしてもらい、また産業政策の一元化を図ってもらう。そして、それを元に、どうしたら食べていけるかを、役所まかせにせず皆で考えてなんとか人口や若者の定住を図っていきたい
· そのためには、行政が、住民の視線を大切にし、住民の意見に耳を傾け、住民と協働するという姿勢を表に出し、もっともっとカジュアルでフレンドリーになって欲しい
· また、行政は、一部の人の利益や意見を代表するのではなく、一般の市民を大切にする公平、公正で、住民本意のものになって欲しい
· 同じ行政のお金を使うなら、それぞれが競争して自らの地域を良くしようとするような使い方を考えたい。そのためには、誰かがお金の使い道を細かく決めてしまうのではなく、地域、地域ができるだけ自由に使え、創意と工夫が生かせるような仕組みにしたい
　　・　「住民参加型行政」などというものではなく、「公務員参加型地域おこし」をやるべき
